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マンガン

(13)その他の珪酸塩鉱物

その他わカ酒で重要な珪酸塩鉱物としてっぎのよ

うなものがある.マンガン斧石ペンヴィス石ネオ

トス石イネサイト等.また特殊な鉱物として吉村

石マンガン電気石マンガンベスブ石マンガン紅柱

石(ピリヂン)ArdemiteS岨sassiteAstrophy11亘te

TrimeriteL着veniteJe任ersonite等がある.

イネス石(亙neSite)

化学成分はCa･Mn･Si1o0･8(OH)･･5H･Oとされてい

るが吉村･桃井は金属原子と水の間に相関々係があ

ることから(Ca.Mn.Fe.Mg.Pb)1o一蠣Si10030-2切(OH)2蠣.

6H20としている.かつて本鉱物は､マンガン石灰

沸石"と呼ばれていた.肉眼では淡純色濃紅色の

針状放射状束状の結晶で目先にあたると灰褐色に

変色する性質がある.本邦における産状には2種類

がある.1つは第三紀の火山岩類を切る合金銀石英

脈に伴うもので他の1つは古生層中のマンガン鉱石を

切る綱脈として産するものである.前者の例として最

初に発見されたのは1930年で加藤武夫によって静

岡県蓮台寺鉱山(河津鉱山)から報告されている.その

後北海道轟群山佐渡島干鉱山および秋田県院内鉱山

から報告されている.一方後者の例として1960年

吉村豊文桃井斎によって高知県香長鉱山から報告さ

れたカミその後の産出を聞かない.

マンガン斧;百(Ma皿ganaXil■ite=lMa皿ganoa皿

狐i皿i鉦)

化学成分はCa2(Fe,Mn)B･A1宴Si40i5(OH)である.

'吉村石の顕微鏡写真Y:吉村石Rh1パラ輝不

Mh;マンガ/ヒヲイト

鉱物と鉱石

③

広渡文判

棚素を含むのカミ特長でB･03として5～6%である.

本鉱物は肉眼では色が多種多様である.すなわち

灰色黒灰色紫色黄褐色掩色緑黄色青緑色等

である.本鉱物はいわゆるスカルン鉱物であるカミ

マンガン鉱床にも割合いに産出することが知られている.

読んで字のごとく結晶は斧状の結晶面を示す場合が

多いがマンガン鉱床に産出するものは結晶形は認め

られない.本邦で最初に記載されたのは1893年で

菊地安によって大分県尾平鉱山から報告されている.

これはスカルン鉱物でFe成分の多い種類のもので

ある.マンガン斧石として最初に記載されたものは

1950年で吉村豊文安部善信によって高知県韮生･

穴内鉱山から報告されている.その後高知県国見山

柿の又大丈鉱山愛媛県報国大洲三宝南山鉱山

宮崎県秋元鉱山栃木県寄薬石製鉱山京都席向山鉱

山徳島県二軒屋白龍鉱山および灘馬県万場鉱山等か

ら発見されている.1923年にJacobによって

Tinzeniteとして報告された鉱物は棚素の見落しで

Manganoanaxiniteである､

ペンヴィス石(Pe皿Wi砒ite)ネオドス二百(NeOt㏄i雀e)

ペンヴィス石は1878年にCo11insJ.HがWest

ComwallのPenwith地方から発見し命名した鉱物で

ある.一方ネオトス石は1849年にNordenskidld

がスウェｰデンのGestriklandから発見した鉱物で

Stratopeite,Witti㎎ite等と呼ばれたものと同義語で

ある.ペンヴィス石もネオトス石もいずれも含水

マンガン珪酸塩で非晶質である.わが国でほペン

吉村石の鋼微鏡写真Y:吉村石

'Rh:バラ輝石Rt:リヒタｰ石�
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ヴィス石の名前の方が広く用いられているがネオトス

石の方がPriorityがあるように思われる.いずれ

どちらかに統一すべきであろう.

内1眼では黄褐色から黒褐色のものまである.また

時には赤褐色でビｰル瓶の硝子の破片に全く似たもの

がある.破面は員椴状断口を示しガラスよリ柔かい.

鏡下では淡黄色～淡褐色で一般に複屈折は見られ

ないがベメント石菱マンガン鉱テフ回石等の微晶

片が残る場合がある.産状に2通りカミある.1つは

テフロ石バラ輝石アレガニｰ石等珪酸塩鉱物が変質

して生成されたもので他の1つはマンガン鉱石を切

る細脈として産出するものである.

化学成分はMnSi03･nH20とされているが非晶質

であるので成分に相当の幅があると思われる.本邦

で最初に報告されたのは1924年で加藤武夫によって

静岡県蓮台寺鉱山から報告されている.その後各地

のマンガン鉱床から知られている.

吉村右(YOShimmraite)

化学成分は(Ba,Sr)2(Ti,Fe),(Mη,Fe)2(Sio｡)｡(SiO｡)｡

[(P,S)041(OH)である.BaSrを含む複雑な鉱物で

ある.1959年に岩手県野困玉川鉱山から発見され

吉村豊文教授に因んで新鉱物として報告されたもので

ある.肉眼では茶褐色の板状の結晶で金雲母に類

似する.大きい結晶では1cmに達するものがある.

鏡下では黄褐色から撞褐色まで変化し多色性光学

的分散カミ著しい.本鉱物はバラ輝石アノレカリ長石

リヒタｰ石石英等と共生する.'その後筆者と磯野

清によって愛知県田口鉱山から発見され記載されている

V且炭酸塩鉱物

炭酸塩鉱物はつぎの4つのグルｰプに分けられる.

①方解石型(Ca1citestruct岨etype)

②苦灰肩型(Do!o醐itestructuretype)

(蔓)籔1肩凝(Ar鴻｡nitestructuretype)

④いず枇紀も属さない型

これらの中でMnを主成分あるいは副成分とする

ものは方解石型では菱マンガン鉱マンガン方解石

マンガン菱鉄鉱石灰菱マンガン鉱だとが知られている.

苦灰石型に属するものではクツナホライト(Kutη出｡･

τite)マンガン苦灰石マンガンアンケル石柱とがある.

一方骸布型に属するマンガン鉱物はまだ発見されて

いない.また人工ではMnBa(C03)2が知られてい

る.その他含水炭酸塩鉱物としてLOseyiteがある.

菱マンガン鉱はMnを主成分とする唯一の炭酸塩鉱

物であるがマンガン方解石マンガン菱鉄鉱はいず

れもMnを少量(Mn04～6%)含む方解石および菱鉄

鉱の変種であり石灰菱マンガン鉱はCa0を数%含

む菱マンガン鉱の変種である.

Kutnahoriteは苦灰石(ドロマイト)のCaMg(C0･)2

のMgをMnでおきかえたものに相当しアンケノレ石

と共にドロマイト型に属する.つまりマンガン苦灰

石マンガンアンケル石はいずれもMnを少量(Mn

3～6%)含む苦灰石アンヶノレ石の変種である.以

下菱マンガ;/鉱クツナホライトプンカン方解石に

ついて説明する.

嚢マンガン鉱(酬0d㏄hrOSite)

化学成分はMnCOs,少量のCa,Fe,Mgを含む.

肉眼では色は一般に紺色～淡紅色といわれるカミ結晶

粒の大きさによって一様でない.粗粒のものは灰白

色漆粗色濃純色素紋色血紋色のものまであり

時には菱形の結晶を示す.細粒のものは灰白色淡

紅色黄褐色淡青色で肉眼では結晶粒は見られ狂い.

わが国では産状に2通りある.1つは第三紀中新

世の生成といわれる鉱脈型鉱床に見られるものであり

他の1つは古生層中生層変成岩中に胚胎する層状

の鉱床に産出するものである.前者は一般に前述の

粗粒の菱マ1/ガン鉱の場合が多く縞状輸状放射状

を呈する.つねに閃亜鉛鉱方鉛鉱黄鉄鉱などを

伴う椴か少量の讃銅鉱閥面銅鉱金銀輝安鉱

辰砂箆晶石石膏扱とを伴う揚含がある1

閑班鉛鉱･カ鉛鉱(黒色部)を伴う菱マンガン鉱(白色音11)(輪状鉱)

綿状菱.マンガン鉱�
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ξ舳

この種の菱マンガン

600后OO鉱はわが国では一般

に高品位でMn41～

■

�

44%Ca0+Fe02～

�　

5%である.時には

Fe0,Ca0が著しく高

�

い場合があるがこれ

'仙｡

.1､叫'､､､㌶仙趾1=』はMnC03-FeC03系

第1図｡･cOrM･c0｡系MnC03-CaC03系の

(1957,GΩldsm1th,Grafによる)

固溶関係か機械的混

合によるものかいずれにしても鉱石の選鉱上重要な

問題である.MnCOザCaC03系の固溶関係について

は1957年にGoldsmith,Grafカミ実験したとこ'ろによ

ると550.C以上では両者は完全な連続固溶体をな

すが450.Cでは50～80%MnC03の闇は不連続で

あるということを報告している(第1図参照).一

方天然ではFrondel,Bauer(1955年)がNewJersey

のFranklinから産出するCaC03-MnC03系の鉱物を

研究した結果40～75%MnC03の間に不連続な間隙

があることを報告している.なおMnC03-FeC03

系についてはいまだ検討されてい狂いが鉱石の利用

および鉱床の成因を考える上において興味ある問題が

含まれている.

つぎに後者の菱マンガン鉱は前述の細粒のものに

相当する.後述の鉱石の項で説明するカい炭マン"の

主成分鉱物をなすものである.この種の菱マンガン鉱

は種々のマンガン鉱物(珪酸塩鉱物酸化物だと)と共生

するため見かけ上種々の色を呈するが一般に淡紺

色淡白色である.肉眼では個々の結晶粒は認めら

れ狂いが微粒の結晶の集合である.しかしながら

この種の鉱床の母岩が花闇岩類による熱変成作用をうけ

た地域では再結晶作用をこおむり結晶が粗粒になり

肉眼でも個々の鉱物粒を見分けることができる.

この種の菱マンガン鉱はわが国のマンガン鉱床の中

でももっとも重要なマンガン鉱物の1つでありもっ

とも普遍的に産出する鉱物でもある.すなわちすで

に説明してきた酸化鉱物珪酸塩鉱物含水珪酸塩鉱物

硫化鉱物などのほとんどのマンガン鉱物と共生するので

ある.ただ一般に細粒であるために個々の詳細な

鉱物学的な検討は行なわれてないのが現状である.

マンガン方解石(Mangama1cite)

化学成分は(Ca,Mn)C03.方解石CaC03のCaの一

部をMnでおきかえたものである.本鉱物はマン

ガン鉱石にはならないがマンガン鉱石中の不純物お

よび鉱床の成因を考える上には重要な鉱物と思われる.

すなわち古生層中生層変成岩中に胚胎するマンガ

ン鉱床では後期の細脈としてしばしばマンガン鉱石

を貫き種々のマンガン鉱物および脈石を伴う.た

とえばベメント石ガノヒル石ヒロックスマンガン

石ペンヴィス鉱パイロクロイット石英重晶石

緑泥石辰砂などがあげられる.一方新第三紀中新

世といわれる鉱脈型菱マンガン鉱床では一般に金銀

に富む鉱脈に多産し菱マンガン鉱のほかに菱鉄鉱

輝安鉱方鉛鉱辰砂重晶石石英匁とを伴うようで

ある.

本鉱物はいずれも白色～淡紋色のきれいな鉱物で

ふつうCa049～52%Mn02～5%である.

クツナホライト(KutnahOrite)

化学成分はCaMn(CO島)･である.本鉱物は初め

1901年にBukowskyによってチェコスロバキヤの

Kutnahora産の炭酸塩鉱物に対して提唱されたが詳

細校鉱物学的検討カミ欠けていたため認められずむし

ろマンガンドロマイトという名称で呼ばれていたようで

ある.その後1955年にFronde1,Bauerによって

N･J･のFrank1inとSter1ingHi11からKutnahora

産のものと全く同一の鉱物が発見され詳細な鉱物学的

検討を加えた結果Kutnahoriteの存在を認めた.す

なわちKutnahorite!まドロマイトと同じ結晶構造で

CaM9(C03)2のMgをMnでおきかえたものであると

してManganesedo1omiteとも呼んでいる.

本鉱物の産状はフランクリナイト(Zn,Mn)Fe20･

を切る細脈として産しその色は淡紅色である.屈折

率複屈折率比重は菱マンガン鉱より一般に低い.

今日まで産出まれな鉱物でわが国でもいまだ報告され

ていない.しかしながら詳細に検討すれば発見され

る可能性はあるであろう.チェコスロバキヤNew

Jersey産のものはいずれもMn023～28%Ca0

25～28%CO.41～42%であり比重は3.05～3.12

である.

パフ輝石中に輯点状(黒色部)に存在するアラバ;ノド鉱�
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策1表炭酸塩鉱物･硫化鉱物･オルフ

ラム酸鉱物

鉱物名�Minem]日固m艘�化学成分�M･1%)��緒喘1系�比亜:�碩座�

����CO｡����

菱マンガン鉱�R出｡doo山m彗i}�M皿C0｡�46+〃�38.3�六方�3.70�3.5～4.O�

マンカンカ解石�M田㎎帥｡田1o“e�lMn,C田1C0｡�4山6�2､{3�六カ�2.ト3.望�3.O�皮

マンガン'菱鉄鉱�Mm蜘sid肌i}�lMn,F哩､C0｡�4～6�38～40�六カ�3.70�3.5-4.5�破

沼妖菱マンガン鉱�C目一肌｡d血｡吐r帖i1巴�(C副､M･)C0｡�28～36�38}39�六カ�3.5}3.7�3.O�

���17-21�CO｡����塩

クツナホライト�K山出｡rite�MnCo(CO｡)｡�C目0�41-42�六カ�3.0上3.1�茗､o�

��(C･,Fe,M冊)C0｡�25}28�C0｡����

マンガン苦灰石�M畠㎎洲do1o㎜it里��3～5�46～47�六方�3,5}4,1�3,O�鉱

��岬皿,C･)M3(C0｡)｡��C0｡����

ランガンアンケル石�M邑㎎帥胴k町i土～��3～5�43～44�六カ�3.0�3.O�物

��(M･,Z･)｡lC0｡)｡(OH)I｡��CO｡����

(ロスェイト)�Lo馳洲6��26～27�12-13�単斜�9.ト3.4�3.O�

�����

アラバンド鉱(閑マンガン鉱)�Alab呵n舳但�M而S�63.1�36.9�筆触�4.o±��

ハウユル鉱�}I舳趾i一艘�附Sヨ�46.1�53.9�等軸�3.46�3㌃』1鶴�

����WO茗����

マンガン重石�Hub胆ite�MnW0｡�16}ユ7�77�単斜�7.i2��

��lM而,Fe)W0,��W0｡����

鉄マンガン重石�Wolf,amit6��6-1{�75�単斜�7.25�ll:1:1:蟻�

yn硫化鉱物

Mnを主成分または副成分とする硫化鉱物は非常

に少ない.今日まで知られているものはアラバンド

鉱(MnS)とノ･ウェノレ鉱(MnS2)である.

アラバンド鉱(A1aban砒e)

化学成分はMnSである.本鉱物は硫マンガン

鉱閃マンガン鉱とも呼ばれる.1832年にBeudant

によって命名された鉱物である.MnSには人工的

にα,β,γ･MnSかあるカミ天然のものはα･MnSで

ある.本鉱物は肉眼では黒色亜金属光沢を示しハ

ウスマン鉱およびブラウン鉱に類似する.これらを

簡単に識別するには条痕を見ればよい.す桂わち

ハウスマン鉱は茶褐色ブラウン鉱は黒色アラバ

ンド鉱は緑灰色を呈する.また塩酸をかければ

容易にH2Sのにおいを発する.

わが国では産状に2通りある.1つは古期堆積岩中

に胚胎するマンガン鉱床の中で花嵩岩類による熱変成

作用をうけた地域に産出する.他の1つは第三紀中

新世の菱マンガン鉱を主とする鉱脈型鉱床申に産出する

場合である.前者の場合は鉱石中に黒色の斑点状

鉱床から産出することカミ知られている.

たとえば癬馬県栃木県山口県官

崎県等である.

本鉱物は理論的にはMn63%S

37%で高品位であるがSが高いので

問題のある鉱物である.

バウエル鉱(肱皿erite)

化学成分はMnS2.1864年にHai･

dingerによって命名された鉱物である.

3㌃01鶴蓑簑實と葦膿竃㌘二漂

1:1::蟻篇篤るア開幕互二;奮意の

黒色の被膜によっておおわれることが多い.わが国で

はいまだ産出しない.

wHオルフラム酸鉱物

オルフラム酸鉱物の中でMnを主成分とする鉱物に

はマンガ;■重石(Hむbnerite)と鉄マンガン重石

(Wolframite)が知られている.これらはいずれも

Wo肚amitegroupに属しMnWOにFeWO{で表わ

される.つまりMnW04カミマンガン重石であり

FeW04カミ鉄重石である.鉄マンガン重石はその中

間の鉱物である.

マンガン童;百(H舳mrite)一

鉄マンガン童眉(Wo1fram並e)

化学成分はマンガン重石ではMnW0･で示される

が少量のFeを含む.Fe00～4.8%までをマンガン

重石と呼びFe04.8～18.9%を含むものを鉄マンガ

ン重石と呼んでいる.マンガン重石は1865年に

Riotteによって命名され鉄マンガン重石ほ1747年

にWa11eriusによって命名された鉱物である.肉眼

では黒色板状の結晶をなすのが特長である.条痕色

はマンガン重石では黄褐色から赤褐色であるが鉄

が増えるにつれて褐黒色から黒褐色に変化し鉄重石

では黒色になる.鏡下ではマンガン重石は赤褐色

半透明であるが鉄マンガン重石は褐色燈色赤褐

色半透明である.とくにマンガン重石はピロファン

石に類似するので注意を要する.

マンガン鉱床に産出する場合は一般にマンガン重石

で花筒岩類による熱変成作用を受けた地域のマンガン

鉱床に産出する.一般に少量でしかも細粒であるの

で肉眼で認めることは困難である.わが国で最初に

発見されたのは栃木県西沢鉱山で工908年に発表され�
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策2表各種マンガ:/鉱物

�Minemlna㎜e�化･一ξ成分��M1no胴1nome�化学放分

!､�S値古㏄hi■�M而C』��L8mde5it6�F･｡M･刮(P0｡〕｡･舳｡0(?〕

口�����

ゲ�K舳pito�Mn.10H〕コCl��S:e､冊rtitc�M皿phos{ate

ン���燐��

ヒ�C阯｡m副㎎帥｡庄alile�K仙α､��S81monsitε�M而,Fりho･榊ε､

物���酸�Triplite�lM缶,F喧"XP0｡〕･F

�P1^洲｡1泌�MglM岬凧0･��丁州｡idite�lM･ζFe")｡lP0｡〕･lOH〕

醐���塩��

�Zi皿boite�M皿｡lB0｡)｡��呼｡庇it6�㈹'M･")｡lP0.XOH〕

酸�����

�S皿s畠e亜it2�Mn,Z･XB0.XOH)�鉱�S田ro団pside�lFε､M皿,C州P0｡)刷?〕

塩�����

�Roweit6�M･,M喀.Z･〕C畑0｡〕｡岬)｡��Fro刊d61it6�M皿ざF6町｡lP0｡〕｡10H〕｡

鉱���物��

�S2am割皿ite�M而｡lP0｡〕lBO｡)･3H呈O��C刷dr㎝“ε�lFε1'M皿")州PO.XOH)｡･H王0

物�����

�M昭爬5i凹m舳5舳it8�M8,M皿〕(B0)｡(0H)��Eos加舳�lM･:'Fe")AllP0｡〕(0H〕｡･H.0

����B6rzeIii蛇�lM9,M皿〕書1C田､Na)ヨlA･0｡)コ

�M百㎎帥｡ia㎎beini蛇�K宝M･｡(S0｡〕｡��M舳ganbe冊1iれe�lM皿,M9)｡lCa,N2)ヨlA･0｡)｡

硫�S!耐ikit8�MnS0｡･H里0��C岬i皿ile�lC直､Pb,M)｡lM･,M呂〕'(A･0｡〕｡(?)

酸�1ε5it8�MnSOぺ4H.0�砒�Chlom凶㏄oicite�(Zn,M皿)｡(AsO｡)･10H〕｡

塩�Ma11割rdi蛇�MnS0ぺ7H茗0��S岬d21phite�lM皿,Mg,C田1Pb).lA50.XOH〕ヨ

鉱�Apjo止血i脆�M皿"A』tS0｡〕ぺ22H.0�吟�Alla但舳e�M叫1A60｡)筥10H〕.

物�Moo冊1te�lMg,M而,Z･〕｡lS0｡〕lOH)H一州里0��伽i蛇�M咀｡τM･伽(A50｡)(0H)`

�Torro〃e�(Mg,M･,Z聰111S0｡)lOH}パ州｡O�塩�A日榊･1･･it･�Mo.lA･0｡〕｡10H)｡

����A…専ψi脆�Mnbosio趾s㎝a帖

�Li伽叩hili舵�Li,M耐(PO'〕���

��(M,C･〕MolP0｡〕�鉱��

�Var日1ite���S帥峠iぺ讐�Mn.lAs0.XOH〕

�Mro州it6�Na,M皿1P0｡〕��H舳舳絆･�M皿｡lA･0.XOH)ゴH星0

��lLi,FξM話〕lP0､)�物��

�F洲i-Sio吐1orite���舳m･h｡嚇�M9抑･(A･O･〕･(OH)･･4H･O(?〕

燐�����

�Sic肚1飢ito�lLi,Mn:'FeつlPOj��Armo昭ite�M皿｡(As0｡〕｡

�^H岨皿舳6�{M,Fe㍗M皿"XP0｡〕��Trigonite�M皿､Pb.HlA･0｡〕,

酸�����

�Ma㎎an-Alloa皿dite�lM,M皿ζFe"〕(P0｡)��M岬u550nit3�lM回,M厘,C凹〕｡0H,CπAs0｡〕｡

�Het町05ite�1附Mn"XP0｡〕���

塩���パ�Son胞f喧ite�N囹｡0･洲皿0室･61M而.C田,Sr)0･

�A冊｡iadite�N8｡(F舳nつ｡(P0｡〕｡�ナ��3(V,As〕｡O｡･8H筥0

���ジ��

�Gra砧㎝i蛇�lFε,M而1C畠)｡lP0｡)｡�ン�Pymbdom肚e�M皿PW0｡)10H〕

鉱�����

�H阯爬8nli蛇�Mn.H.lP0'〕ぺ4H壬0�酸��

���鉱�G邑mo9πi蛇�則F･,M回)≡V'0.lq恥

�B飢moni的�lM而,M9)｡lM･,Fe〕､(P0｡)｡(OH〕1パi5Hρ�物�Br抽出s洲的�PWo,F61V0一)ぺ2H.0

物�����

�Rosoher肚e�lCo,M皿､正e〕刈P0､〕｡･(0H〕･2H.0�ア��

���ン��

�Mn･Lipsoo面出ite�1Fe,M皿)Fo佛㈹｡)･(0H〕｡�チ�CotoPtri蛇�M而,Ahntim㎝仙2silic汕

���モ��

�Reddi㎎itε�(Mn,Fe)｡lP0｡)パ3H.0�ン�M21帥｡畠ib1帥�(M･,F喧〕｡(Sb0｡)ヨ0コ

���酸��

�Phos曲｡1舳it8�lFe,M而〕｡(P0｡)｡･3H.0�雀広�S胴s㎝ite�Ag`M皿Sb.S｡

���物��

れる.神保石マロカイトを除いて

はすでに説明したのでここでは

この2鉱物について説明する.

マ回カイト(Marokite)

化学成分はCaMn･04.本鉱物

は1963年にモロッコのTachgaga1t

から発見されGandefroy,Jouravsky,

Pemingeatらによって命名された新

鉱物である.結晶系は斜方晶系で

比重は4.63.肉眼では黒色の不

透明鉱物で暗赤色の内部反射を示す.

条痕は赤褐色である.光学性は2軸

性2V(一)20～25｡で多色性は強い.

反射鏡下では反射色は褐色を帯びた

灰色でノ･ワスマン鉱よりわずかに暗

い.またブラウン鉱よりは暗く

褐色である.反射多色性は黄灰色

から灰褐色で異方性は顕著である.

産状は方解石重晶石の脈石中に産

出しハウスマン鉱ブラウン鉱と共

生する.その他Crednerite

(CuMn204)ポリアン鉱を伴う由である.

ている.しかしながらこれは金銀鉱脈から産出する

ものである.マンガン鉱床から産出するものは山口

県久杉蓮華鉱山で1955年ににD.Leeよって発見さ

れている.その後栃木県加藤荻平鉱山長野県八

木沢鉱山等から発見されている.一方鉄マンガン重

石は金銀鉱脈鉛亜鉛銅タングステン鉱脈から

産出することが報じられている.

XX最近発表された新鉱物

Mnを主成分とする鉱物で最近発見された新鉱物に

つぎのようなものがある.ヨシムラ石ソノ石大和

石神保石マロカイトェンスｰタイト桂どがあげら

見テフロ石に類似するか

の壁開が顕著に見られることが両者を識別する鍵であ

る.光学性は二軸性正で2V(十)35｡である.産

状は加蘇鉱山の18番坑内で縞状の炭マン鉱石中に産

出する.ヤコブス鉱ガラクス石から在る縞状鉱石を

切る細脈として見られ菱マンガン鉱テフ日石アレ

ガニｰ石アラバンド鉱などと共生する.

以上で重要なマンガン鉱物について説明を終わるが

最初に述べたようにVm-Xmについては鉱物名と

化学成分のみを第2表に示す.

神保石(Ji㎜bOite)

化学成分はMn3(B03)2である.

小藤石(kotoite)Mg3(B03)2のMg

をMnでおきか完た鉱物である.

本鉱物は1963年渡辺武男加藤

昭他2名によって栃木県加蘇鉱山か

ら発見された新鉱物である.結晶系

は斜方晶系で比重は3.98である.

肉眼では淡紫褐色でガラス光沢を

示す.鏡下ではほとんど無色で一

光軸角が小さいことと(110)

Xマンガン鉱;百�
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節3淡二酸化マンガン鉱･金周マンガン鉱σ)用途と消錐駐

二酸化マンガン鉱

年度

用途

昭和38年

昭和39年

乾電池用

消費量

��ぴ

8司200t

製品

523万個

624万個

歴鉛製錬用

消費量

㈬�ぴ

㈬�ぴ

製品

㈰�〰ぴ

㈱�〰ぴ

写真材料

㈬�ぴ

㈬�ぴ

輸出

��ぴ

��ぴ

消費量

合計

��〰

工7,300

金属マンガン鉱

年度

用途

昭和38年

昭和39年

製銑用

ユ8,700t

㈱�〰�

製鋼用

��〰�

��〰�

合金鉄用

フェロマンガン用

�����

���ぴ

ジリコマンガン用

�����

ユ74,800t

消費'重

合計

���　

���　

さて今までいろいろのマンガン鉱物について説明し

てきたが以下マンガン鉱石について解説することに

する.マンガン鉱石というのは前にも述べたように

各種のマンガン鉱物カミ数種類またはそれ以上集まっ

てできたものである.したがってその鉱物の組み合

わせによって当然種々のマンガン鉱石が生ずるわけで

ある.そこでこれらの鉱石に対して便宜上ミ鉱石

名"を与える必要が生じてくる.今日もっとも普通

に用いられている呼び方には2通りある.その1つ

は鉱石の用途によって分類する方法であり他の1つは

鉱山の現場で鉱山技術家や坑夫間で用いる分類である.

前者は鉱石を取引する際の名称でいわば商品名で

ある.後者は鉱石を構成する鉱物組成を考えた名称

で普通に用v'られる鉱石名である.

以下おのおのについて説明する.

用途上から見た鉱;百の名称

マンガン鉱石を用途上から見れば2つに分けられる.

すたわち二酸化マンガン鉱と金属マンガン鉱である.

i.二酸化マンガン鉱

これは含有する二酸化マンガ;■分(Mn02%)の含

有量によって取引される鉱石である.つまり後述の金

属マンガン鉱とは価格の建値が別系統で二酸化マン

ガン鉱として取引する方がはるかに有利な鉱石である.

(たとえば二酸化マンガン鉱でMn0280%のもの

はトン当り約37,500円であるカミこれを金属マンガン

鉱として取引すれば･Mn5ユ%となりトン.当り18,900

円にしかならないの晦ある)

さて二酸化マンガン鉱の用途は乾電池亜鉛製錬

化学薬品写真材料ガラス工業および窯業など多方

面に利用されるがもっとも重要荏用途は乾電池用であ

る.ふつうMn0270%以上のものは乾電池用に供

されるがその電気化学的特性が重要柱性質である.

イ回ルｰス鉱

ン鉱ラムズテル鉱

しかしながら

とは非常に困難で

などの検討が必要である.

その特性というのはたとえば構成鉱物

の種類結晶度起電力放電容量桂とで

ある.ふつう鉱物組成から言えば

エンスｰタイト(横須賀石)がもっと良く

ついでハｰネス鉱がよいと言われている.

二酸化マンガン鉱は肉眼的には黒色か

ら黒褐色で塊状土状,{'ぶどう状放射状

腎臓状抵ど種々様々･である.またこれら

を構成するマン城ン鉱物はすでに説明し

た各種の二酸化鉱物および含水酸化鉱物か

らなる.柘主えばつぎのような鉱物の

混合物である.クリプトメレｰン鉱ハ

エンスタｰタイト(横須賀石)水マンガ

“ハｰネス鉱轟石などである.

これらの鉱物の種類を肉眼で決定するこ

X線粉末試験化学分析示差熱分析

ii.金属河ンガン鉱

これはJ含有するマンガ1■分(Mn%)の含有量によっ

て取引きされる鉱石である.つまり二酸化マ1■ガン

鉱以外の鉱石はすべて金属マンガン鉱として売買され

るわ快である.なお後述する炭マン珪マンなどは

用途上の分類でいえば金属マンガン鉱である.また

鉱物学的には二酸化マンガン鉱であっても二酸化マ

ンガン鉱としての規格(化学成分電気化学的特性など)

にあてはまらなv･ものはしたカミって金属マンガン鉱

として取引きされるのである.したカミって金属マン

ガン鉱として取引きされる鉱石は非常に多種類にわた

るのである.ところで金属マンガン鉱の用途はそ

の大部分(約90%)は合金辞製銑製鋼用に使用さ

れる.その他1部は溶接棒電解金属マンガン電

解二酸化マンガンなどの製造に用いられている.第3

表に最近の二酸化マンガン鉱金属マンガン鉱の用途

と消費量を示す.

鉱層の鉱物組成から見た名称

一般に鉱石に名称を与える場合鉱肩を構成する鉱物

の種類によって命名するのがもっとも望ましい方法で

ある.しかしながら後述のようにマンガン鉱石を

構成する鉱物は1種類とか2種類からなる場合は少な

く大ていの場合は数種類がそれ以上からなっている.

したがってその構成鉱物を鉱山現場で簡単にしか

も早急に決定することは神々容易ではない.そこで

現場でもっとも便利な方法は肉眼的な外観によって

鉱石名を与えることである.その場合あくまで平易�
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キどマン(きみまん｡)

で客観的拒名称が望まれるのである.

以下に説明する鉱石名の大部分は九州大挙吉村豊文

教授によって命名されたものであるカミ鉱山の現場では

すでに普遍的に使用されているのでこれにしたがって

記述することにする.ふつう鉱山の現場で用いられ

る名称は二酸化金偶炭フン珪マンの4通りであ

る.

i.二酸化

これは前述の二酸化マンガン鉱とほぼ同じ意味と考

えてさしつかえない.

る.1つは第三紀中新世の鉱脈型の鉱床に見られる

もので狂色～濃紺魯の菱マンガン鉱を主とするもので

ある.他グ)王つは古生層中生層中に胚胎する層状

鉱床に産出する鉱石で菱ダンカン鉱を主成分とするが

無色～淡紅1色で細粒である山前者に比べて種々の鉱

看からなり書わめて複雑な鉱石である､前者は菱

マンガン鉱を室とし一般に縞状輸状同心円状放

射状などの集合体で少鐙の閃亜鉛鉱方鉛鉱黄鉄鉱

黄銅鉱などの硫化鉱物を伴う｡なお金1銀鉱も少量

含まれる.一方後者は菱マンガン鉱のほかに各種

のマンガン鉱物を伴うため種々の鉱石名で呼ばれてい

る.以下それぞれの鉱石について説明する.

a.きびマン(あるいはきみまん)本鉱石は新鮮

な場合は白色の鉱石である.酸化作用が著しく数11等

間で褐色から黒褐色に変色する.構成する鉱物は

パイロクロイット(Mn(OH)･)を主成分とし菱マンガ

ン鉱テフロ石などと共生する.品位は最高でMn

50～55%Si0.5～6%である.本鉱石が多量に産出

するのは岩手県野岡玉川鉱山および愛知県田口鉱山

等である.

ii.金属

これは二酸化に類似するがMnO｡%が比較的少な

くMn%の方がむしろ多い鉱石である.つまり二酸

化の中でMn02%の低い鉱石でMn%で取引きした

ほうが有利な鉱石である.この種の鉱石は一般に黒

色で綴密塊状高品位に見えるので注意を要する.

iii.炭マン

かっては二酸化以外の鉱石はすべてミ炭マン"と

して一括して呼称していた1すなわち後述の珪マン

および金属なども広義のミ炭マン"に属していたわけ

である.ところで今日用いられている炭マンは主

として菱マンガン鉱を主成分とする鉱石に対して用いら

れているがわが国の場合は大きく2種類に分けられ

b.チョコレｰト鉱(6h㏄o1枇eo正e)肉眼では

チョコレｰト色の徴密な鉱石である.一般に鉱床の當

鉱部に見られ大小の塊状を存して産出する.また低

品位の炭マン中にノジュｰルとして産出する場合があ

る.本鉱石の鉱物組成はハウスマン鉱緑マンガン

鉱ブラウン鉱テフロ石アレガニｰ石含水珪酸マ

ンガン鉱および少量の重晶石である.本鉱石は品位

は最高に近くMn48～55%Si028～10%である.

なお一見チョコレｰト鉱に類似するものでその色

がやや赤味を帯びやや柔らかい鉱石があるがこれは

微粒の菱マンガン鉱からなり品位が低いので注意を要

する.

c.栗色炭マン縞状炭マン肉眼ではチョコレ

炭マンIlIにノジュｰル状に仔41三

するチョロレｰト鉱(黒色部)

粗枕のハウスイン鉱(無色榔)

と塑マンガン鉱(1主1色締)

命=岳j次ブラウン鉱�
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パラキを伴うテフ回石丁:テフロ石R:バラキ

一ト色より栗色に近い鉱石である.構成鉱物として

は微粒のノ･ウスマン鉱ブラウン鉱アレガニｰ石

狂とが種々の割合で混入する.チョコレｰト鉱に比

ベノ'ウスマン鉱やブラウン鉱の割合いが量的に少狂

い場合は色が淡色に淀ゆ品位も低くなるIまたノ･

ウスマン鉱ブラウン鉱が繍状になれば縞状炭マンと

呼ばれる.品位はMn42～45%でSi0210～17%で

ある.チョコレｰト鉱の分布する地域に産出しチョ

コレｰト鉱よりは多産する.

d.アヅキ炭マン灰色炭マン微粒の菱マンガン

鉱を主とする綴密な鉱石である.その他少量のテフ

巨石アレガニｰ石バラ輝石マンバンざくろ石など

を伴う.これらの鉱物の含有する量比によってその

色が紋色灰色灰緑色褐色赤紫色などの鉱石に

たる.品位はMn38～42%Si02ユ5～22%である.

c.白炭マン黒炭マンｰ見石灰岩に似て貧鉱の

ように見えるが微粒の菱マンガン鉱からなり時には

マンバンざくろ石を伴う.とくに黒鉛質物により汚染

された鉱石を黒炭マンと呼んでいる.品位はMn30

～32%Si0225～30%である.

f.その他の鉱石名以上炭マンと呼ばれる鉱石

は大体上述のような鉱石名に限られるがその他鉱山

あるいは業者紀よっヤは次のよう抵鉱石名が使用され

ている｡｢テツ｣リ皿ウ亨ン｣｢テツマン｣｢ブラウ

ン｣ザトラダンJ扱とである､

吟篶というのは硫化マンガン鉱を主とする鉱層

で黒色激密の重い鉱宥である古ブ多ウン鉱に類似す

るカ婁ハンズｰで彪だけは硫裁の臭いがするので識別

できる｡護怒条痕亀が灰緑亀を示すことも有力扱織別

法で讃)る｡鉱山によってはこれをrリュゥマ{と

呼ぶとこるがあるがダテツJと同じ意味である.

r子ツマン｣というのは主として粗粒のハウスマン

マンカノヒライト(黒色縞状部)を伴う.テフ日石

鉱からなり一見磁鉄鉱に類似する黒色の重い鉱石であ

る.構成鉱物はノ･ウスマン鉱テフロ石菱マンガ

ン鉱ガラクス石アレガニｰ石などからなる.品位

は最高に近くMn52～60%Si023～6%で野田玉

川鉱山滋賀県五百井鉱山に多産するがその他の鉱山

にはあまり産出しない.

rブラウン｣というのは黒色亜金属光沢を示す重い

鉱石である.一般に細粒級密で硬い.構成鉱物は

微粒のブラウン鉱ベメント石バラ輝石組れん石

雲母石英底とを伴う.一般に珪マン鉱床の當鉱部に

塊状をなして産する場合と変成岩中に縞状をだして産

出する場合がある.品位はMn48～53%Si0215

～20%である.岩手県大野地域岐阜県根尾地域大

分県佐伯地域長崎県村松地域に産する.

rトラマン｣というのは黒色のブラウン鉱と灰白色

のチャｰトが数㎝ρ厚さで互層する鉱石で白｡黒の模

様が虎の縞模様に似ていることからその名がある.

白色のチャｰト部を選別すれば高品位の鉱石となるカミ

現在では選鉱ができ狂いので出鉱されていない.

肘.珪マン

ｰ殻にバラ輝看テフ日石マンバンざくろ石ベ

メント石ブラウン鉱などからなる鉱石である.構成

鉱物からわかるようにマンガン分に比して珪酸分の高

い鉱石である.これらの鉱物の組合わせにより次の

ような鉱石に分けられる.

簸)バ㌘率バラ輝石を主とする鉱石で一般にマ

ンバンさぐる有を伴う.時にはアラバンド鉱ピロフ

アン有テフ減石などを伴う場合がある｡亀は淡純色

のものから濃紅魯のものまであり濠た結晶粒も粗粒の

ものから細粒のものまである､一般に粗粒で濃紋亀

夢バ)のが品位がよい.品位はM篶鯛～35%S量O蔓

脇～側%である,花陶岩類の擦触熱変成作期をうけ

た地蛾1ご含凄れるプンカン鉱床に多産する｡�
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策4表マンガン鉱石と構成鉱物

�鉱石名���品位%)�

��構成鉱物�Mn�SiO｡�CO｡

�二酸化�クリプトメレｰン鉱パイロルｰス鉱エンスｰタイト水マンガン鉱轟石�Mn0.75～85�■�一

�金属�サイロメレｰン鉱水マンガン鉱轟石グロｰタイトブラウン鉱�45～55�一�■

�炭マン�菱マンガン鉱アラバンド鉱閃亜鉛鉱�32}40�■�31～38

�キビマン�菱マンガン鉱パイロクロイットテフロ石�50～55�5～6�5～8

�チョコレｰト鉱�ハウスマン鉱菱マンガン鉱緑マンガン鉱ブラウン鉱テフロ石アレガニｰ石含水珪酸マンガン鉱�48～55�8～10�5～1O

�栗色炭マンしま状炭マン�菱マンガン鉱ハウスマン鉱ブラウン鉱アレ分二一石�42～45�10～17�8～25

炭マン�アズキ炭マン灰色炭マン�襲マンガン鉱テフロ眉アレガニｰ石バラ輝石マンガンざくろ石�38～42�15…22�10山28

�白炭黒炭マン�菱マンガン鉱マンガンざくろ石�30～32�25～30�7～10

�｢テツ｣�アラバンド鉱菱マンガン鉱�45}50�一�一

�｢テツマン｣�ハウスマン鉱テフロ石菱禅ンガン鉱ガラクス石アレガニｰ石』�52}60�3～6�一

�｢ブラウ!｣�ブラウン鉱ベメント石バラ輝石紅れん石石英�48}58�15～20�i

�｢トラマン｣�ブラウン鉱石英�15～20�45～58�一

�バラキ�バラ輝石マンガンざくろ石アラバンド鉱パイロファン石テフロ石�28～35�35～40�一

珪マン�テフ1コ�テフロ石バラ輝石マンガンざくろ石�38}42�25～28�■

�かつおぶし鉱�ベメント石ブラウン鉱ペンヴイス鉱菱マンガン鉱バラ輝石石英�25～32�25～30�H2010～15

石英からなる鉱石で

その色めいかつおぶ

し捗に{以ていること

からその塙がある.

慧わめて微粒のあめ

亀～褐色を呈する半

透明の鉱石で貝殻

状断口を呈する.

一見褐色のチャｰト

に類似するが注意

すれば見分けられる.

品位はMn25～

32%Si0225～30

%H2010～15%で

ある.ベメント石

を主とするので

H･0が多量に含ま

れる.高知県穴内

熊本県市の俣(八代)

岐阜県鶴巻鉱山な

どに多産する.

も)テフ日石テフ日石を主とする鉱石で÷般に

灰緑色～青緑色の油ぎった光沢をなす.微粒の沓のか

戸

ら粗粒のものまであるが品位はあまり変わらない.テ

フ回石を主とするがバラ輝石マンバンざくろ石など

を伴う.テフロ石のみからなる鉱石は品位は高いカミ

バラ輝石マンバンざくろ石などが増えると品位は低く

なる.一般にMn38～42%SiO･25～28%でおる.

その分布はバラキの分布と同じようである.

6)かつお､slし鉱ベメント石ブラウン鉱ペン

ヴィス石柱とを主とし少量の菱マンガン鉱バラ輝石

がつ抽ぶし鉱(ペメント孤毅坐とする)

a)珪質炭マン

これは淡紅色微粒の菱マンガン鉱とチャｰトとの機械

的混合物である.一見低品位のバラキに類似するカミ

本質的には別の鉱石である.

また品位がMn22～30%Si0235～45%でバ

ラキの成分と大差狂いので肉眼ではバラキと見誤るこ

とカミある.注意を要する鉱石である.この種の鉱石

に対してミ珪質炭マン"と呼ぶことにしている｡鏡下

では微粒の菱マンガン鉱と微粒の石英の集合よりなる･

したがって菱マンガン鉱に比べて石英の量が増えれば

珪酸が高くなりMn分が低くなる.また逆であれ

ばMn分が高く珪酸が低く匁るわけである｡

鎧鍛燦常ン(やや繍状)

以上学ンガン鉱

石の名称&鉱物組成

の概要を述べ危が

それらの糸害果を一括

して示すと篤遂表の

あおりである｡

(雛制ま鉱陳郷)�


